
議案第３２号 

 

東広島市教育委員会非常勤職員設置規則の一部改正について 

 

東広島市教育委員会非常勤職員設置規則の一部を改正する規則を定めることにつ

いて、次のとおり提案する。 

 

令和元年１０月２４日提出 

 

                   東広島市教育委員会 

教育長  津  森     毅 

 

１ 提案理由 

  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整

備に関する法律により、地方公務員法第１６条第１号の欠格条項が削除されたこ

とに準じて、東広島市教育委員会非常勤職員設置規則の第３条第１号を削除し、

任用基準を揃えるため、この議案を提出するものである。 

  

２ 改正案 

  別紙のとおり。 

 

３ 施行日 

  公布日 

 

４ 根拠法令 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

第１５条 教育委員会は、法令又は条例に違反しない限りにおいて、その権限に

属する事務に関し、教育委員会規則を制定することができる。 
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地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号） 

第１６条 次の各号のいずれかに該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職

員となり、又は競争試験若しくは選考を受けることができない。 

一 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること

がなくなるまでの者 

二 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を

経過しない者 

三 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあつて、第６０条から第６３条まで

に規定する罪を犯し、刑に処せられた者 

四 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を

暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した

者 
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東広島市教育委員会規則第  号 

 

 東広島市教育委員会非常勤職員設置規則の一部を改正する規則をここに公布す

る。 

 

  令和元年 月  日 

 

東広島市教育委員会 

教育長  津  森     毅    

 

   東広島市教育委員会非常勤職員設置規則の一部を改正する規則 

 

 東広島市教育委員会非常勤職員設置規則（平成２１年東広島市教育委員会規則第

２号）の一部を次のように改正する。 

第３条第１項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号を第２号とし、第４

号を第３号とし、同項第５号中「前各号」を「前３号」に改め、同号を同項第４号

とする。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

-3-



 

東広島市教育委員会非常勤職員設置規則（平成２１年東広島市教育委員会規則第２号）新旧対照表 

新 旧 

（委嘱） （委嘱） 

第３条 非常勤職員は、健康であり、かつ、事務の遂行に意欲的な者のうちか

ら、東広島市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が委嘱する。ただ

し、次の各号のいずれかに該当する者は、非常勤職員となることができない。 

第３条 非常勤職員は、健康であり、かつ、事務の遂行に意欲的な者のうちか

ら、東広島市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が委嘱する。ただ

し、次の各号のいずれかに該当する者は、非常勤職員となることができない。 

                  (1) 成年被後見人又は被保佐人 

(1) 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその執行を受

けることがなくなるまでの者 

(2) 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその執行を受

けることがなくなるまでの者 

(2) かつて市職員又は教育委員会職員であった者のうち、免職の処分を受

け、当該処分の日から２年を経過しない者 

(3) かつて市職員又は教育委員会職員であった者のうち、免職の処分を受

け、当該処分の日から２年を経過しない者 

(3) 第２１条第１項の規定により解嘱された者であって、当該解嘱された日

から２年を経過しない者 

(4) 第２１条第１項の規定により解嘱された者であって、当該解嘱された日

から２年を経過しない者 

(4) 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が不適当であると認める者 (5) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が不適当であると認める者 

２ 前項に定めるもののほか、特定の資格等を必要とする非常勤職員の委嘱の

要件については、教育委員会が別に定める。 

 

２ 前項に定めるもののほか、特定の資格等を必要とする非常勤職員の委嘱の

要件については、教育委員会が別に定める。 
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